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★ ８月２０日（土曜日） 第１回ＰＴＡ事業が開催されました … 環境整備と花壇手入れ
コロナウィルス感染症による影響により、昨年までＰＴＡの事業を実施

できませんでした。今年度、ＰＴＡ役員会において、コロナ対策を講じなが

ら小規模でも実施することとしました。今回の活動は、年度計画にもある

校舎周辺の環境整備です。10月

に創立80周年事業の式典も開

催されることから、校門の汚れな

ど校舎周辺の清掃行うとともに、

花壇の花のプランターへの移植

作業を行いました。プランターの

花は校門前と生徒玄関前に飾ら

れました。

この数日間、空模様が心配さ

れましたが、天候にも恵まれ、保

護者・教職員25名で作業を１時

間程度行いました。

山根ＰＴＡ会長をはじめ、お手

伝いいただいた保護者の皆様に感謝いたします。

環境整備後 、吹奏楽部が１２年ぶりに

帯広地区吹奏楽コンクールで金賞

を受賞し全道出場を決めたことから保護者による演奏を披露する会・激励

会も開催されました。吹奏楽部大泉部長の挨拶後、演奏曲を披露しました。当日、佐々木

町長、澤田元教育長にもお越し頂き、激励の言葉を頂きました。

花のプランターへの移植作業

校門の清掃作業

28年ぶりに清掃され校門

花の雑草取り

作業後の全体写真

【吹奏楽部 】 祝 吹奏楽コンクール 全道大会出場！
７月31日（日）、帯広市民文化ホールにて、帯広地区吹奏楽連盟

主催、第67回帯広地区吹奏楽コンクールが開催されました。見事

に高等学校C編成の部で金賞を受賞しました。生徒６名での演奏で

した。８月25日(木)、札幌コンサートホールkitara （札幌市）で

開催される全道大会に出場します。応援をよろしくお願いします。

★ 22日(月 )、吹奏楽部の壮行会を行い全校生徒に演奏曲を披露しました。



★ ｢デザインの力｣ ｢デザインによるまちづくり｣ ｢地域ブランディング｣ セミナー （8月10日実施）
８月 10日 （水 ） 15： 00から本別町総合ケアセンター

で標記のセミナーミナーが開催されました 。講師は本

別町の ｢キレイマメ ｣に携わった武蔵野美術大学 名誉

教授 宮島愼吾先生です 。お話頂いた一例を紹介しま

す。

特色ある地域の商品が 、個々のラベルでお土産屋

さんに陳列され販売されているが 、乱雑に見えて魅

力を感じない。しかし 、ラベルを統一することにより、地域の商品がブランド化され、魅力

的な商品に生まれ変わる。また、地域にちなんだ色彩・ロゴマークを作成し、地域の商店街

において｢のれん｣、 ｢のぼり ｣、 ｢買い物袋｣などプリントなど統一することにより、地域の魅

力化を図り、地域活性化につながっている。

｢デ ザ インの力 ｣とのセミナーの標題にもあるように 、

デザインが地域活性化の一助になる具体例について貴重な

お話をいただきました。

今回、２年生総合的な探究の時間 ｢とかち創生学 ｣の参考

になればと、キレイマメに係わった町役場職員の方（探究コ

ーチも行ってもらっています ）の配慮により 、このセミナー

を企画していただきました 。本校からは ２年生 ２名が参加

しました。宮島先生のお話をもとに生徒たちが触発されて、

探究活動｢とかち創生学｣の取り組みに活かされることをご期待ください。

キレイマメ（ふるさと納税返礼品）

★ 校長講話 （ ８月19日、夏季休業明けの全校集会にて） … 寓話「空の茶碗」
（禅の僧侶である師匠と弟子の話）

ある日、弟子は師匠に「教えを得るにはどうすればいいか」と言う悩みを師匠に相談しました。師匠は、お茶を用

意し、茶碗にお茶を注ぎはじめました。お茶が一杯になっても、まだ注ぎ続けお茶は茶碗からあふれこぼれました。

弟子は「お茶があふれています。茶碗にはもう入りません」と言うと、師匠は「このことは、貴方も同じである。

私の教えを得ようと思うならば、まず、頭の茶碗を空にしなさい」と諭しました。

さて、この師匠は何を言いたかったのでしょうか？

｢素直さは、学びの原点｣ であり、空の茶碗は「素直な心」、お茶で一杯になった茶碗は「素直でない心」のたとえ。

何かの教えを受けるとき、大切なのは素直な心。人の助言を素直に聞き、それを消化できる人は、勉強でもスポーツでも伸びる。

素直でない人は分かりました言わず「でも・・・」や「だって・・・」と言い返す。「そのとおり本気でやってみようと努力する人

は意外に少なく、多くの人は聞いたふりをするだけで、自分勝手なやり方を続ける。これでは伸びていかない。

私たちも ｢空の茶碗｣の寓話から、学ぶものがあるのではないでしょうか。

さて、３年生は、自己の進路実現に向けた受験や試験など、勝負の時がやってきます。１、２年生は探究活動の成

果発表が多く行われます。空の茶碗（素直さは学びの原点）を踏まえて、取り組んでみてはどうでしょうか。


